
シカ密度分布図 広島森林管理署

・被害状況

広島県内の状況は、近年シカの生育域が急速に拡大するとともに、
令和5年度の推定生息数は、平成１４年度に比べ５倍の約５．８万頭
に増加している。

県において、過去５年間の植栽箇所を対象とした林業被害実態調
査を平成30年度から実施。令和２年度調査では、民有林の植栽地
205ha（H27～R元植栽）のうち、被害は18ha(4%)であったが、令和６
年度調査では、植栽地516ha（R元～R5植栽）のうち、29ha（6%）となっ
ており、被害率は増加傾向にある。

・取組状況

管内市町への訪問時に、シカによる森林被害の状況や国有林への
要請等について説明。
広島県と共催による鋼製シカ柵の現地検討会を令和6年度に開催。
（令和7年度にも再度開催する予定）

・成果

三原市の担当者にニホンジカ被害対策推進協定について説明した
ところ、関心が示された。

府中市では、捕獲したシカ等の処分に困っており、大型排水管を使
用した残渣処理の現地見学を希望。
県が令和2年～4年に実施した試験捕獲で得られた技術的知見に
基づき「ニホンジカ林業被害防止技術マニュアル」が策定され、令和
５年度から被害のある市町で活躍する林業事業体等に対して捕獲技
術の研修会を実施。
鋼製シカ柵現地検討会には、多くの関係者と2社の報道機関が参
加。当日夕方のテレビと翌朝の紙面で報道された。

・課題
ニホンジカ被害対策推進協定の締結。
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（国有林内の捕獲数含む）

表２

図６

図７

図８

指定管理鳥獣害捕獲等実施計画（ニホンジカ）表３


